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19世紀後半、日本の開国をきっかけに、浮世絵や工芸品、染織品など多くの日本美術がヨー
ロッパへ渡りました。それらは、それまでの西洋美術には見られない大胆な構図、平面的な色
面、装飾性、自然や日常へのまなざしによって、多くの芸術家やデザイナーを魅了しました。
本展では、葛飾北斎の絵手本『北斎漫画』を出発点に、日本美術が19世紀ヨーロッパでどの

ように受け止められ、絵画、版画、デザイン、雑誌などにどのような広がりをもたらしたのか
を紹介します。
本展は、帝京大学文学部史学科「美術史文化遺産実習」の授業の一環として企画されました。

受講生たちは、資料調査や文献研究を行い、その成果をもとにパネルやキャプションを作成し
ています。本展が、日本とヨーロッパの文化交流の歴史や、日本美術が海外で受け入れられて
いった過程について考えるきっかけとなれば幸いです。

北斎漫画の広がりー19世紀ヨーロッパに渡った日本のイメージ

アニメーション演出家、脚本家、プロデュー
サー。

放送大学大学院文化科学研究科修了。現在、帝京
大学文学部日本文化学科准教授。

1976年、アニメーション制作会社タイガープロ
ダクション入社。 『大空魔竜ガイキング』『一
休さん』『銀河鉄道９９９』『ＵＦＯロボ・グレ
ンダイザー』等の演助進行（演出助手兼制作進
行）を経て演出になる。

スタジオコクピット（演出）、パシフィック・
アニメーション・コーポレーション（演出・監

督）、ウォルト・ディズニー・アニメーション・

ジャパン（シリーズ・コントローラー）、セブ

ン･アークス･ピクチャーズ（代表取締役プロ
デューサー）を経て現在に至る。

交通アクセス

＊大学構内に来館者用の駐車場はございません。公共交通
機関をご利用ください。

＊高幡不動駅・聖蹟桜ヶ丘駅・多摩センター駅から「帝京
大学構内」行きのバスが便利です。(15分～20分)

＊車いすでご来館予定の方は、事前にご連絡ください。

フレデリック・バック（1924‐2013）
ザールブリュッケン（現在、西ドイツ）出身。

アルザス地方のストラスブールで幼少期を過ご
し、その後、パリ、レンヌと移り住み、美術を
学んだ。第二次世界終戦後、レンヌで本の挿絵、

壁画の展覧会を開く。1948年現在の妻ギレーン
との文通をきっかけに、彼女の故郷であるカナ
ダに渡った。1968年にSRCのアニメーション部

門に加わり、アニメーションの制作を始める。
以来、8作品を制作し、数々の賞に輝いている。

レイモンド・ブリッグズ（1934‐2022）
ロンドンのウィンブルドン出身。ウィンブルド

ン・カレッジ・オブ・アートとスレイド美術学
校に通い、短期間美術を学んだ後、プロのイラ
ストレーターになり、すぐに児童文学作品での

活動を開始した。
『スノーマンTheSnowman』はほぼ完全に文が
ない作品としてアニメ化された。この作品は、

アカデミー賞にノミネートされ彼の代表作と
なった。

展覧会について

朝、目を覚ますと一面の銀世界。雪だるまを
作ったその夜、スノーマンが少年の部屋に遊び

にきた。2人は空を飛んで彼の故郷へ向かう。
英国アカデミー賞受賞。
原作:レイモンド・ブリッグス

原題:The Snowman

文学部史学科「美術史文化遺産実習2-CⅠ／2-CⅢ」（粂 和沙担当ゼミ展）

展示を読み解くキーワード

ジャポニスム

19世紀後半のヨーロッパで広がった、日本への
関心とその影響を指す言葉です。浮世絵、陶磁
器、漆器、染織品などは、万国博覧会や美術商、

出版物を通じて紹介され、近代の芸術やデザイ
ンを新しく考える手がかりとなりました。

葛飾北斎（1760–1849）

江戸時代後期を代表する浮世絵師です。『冨嶽
三十六景』の《神奈川沖浪裏》で広く知られま
す。風景、人物、動植物、妖怪、日用品にいた

るまで幅広い題材を描き、その自由で観察力に
富んだ表現は、ヨーロッパの芸術家たちにも強
い関心をもって受け止められました。

『北斎漫画』

北斎による絵手本集です。現在の物語漫画とは
異なり、人物、動物、植物、風景、道具、しぐ
さなど、多様な題材を集めた絵の百科事典のよ

うな出版物でした。ヨーロッパでは、日本美術
の造形感覚を知る資料として注目され、画家や
デザイナーに刺激を与えました。

『芸術の日本』

パリの美術商ジークフリート・ビングが1888年に
創刊した美術雑誌です。日本の美術工芸を図版と
解説によって紹介し、ヨーロッパの読者にその魅

力を伝えました。ジャポニスムを広めるうえで重
要な役割を果たした出版物のひとつです。

エミール・オルリク（1870–1932）

プラハ出身の画家・版画家です。1900年に日本を訪れ、木版画
の技法や表現に関心を寄せました。オルリクの作品には、余白
を生かした構図、平面的な画面構成、簡潔な線描など、日本美

術から学んだ要素が見られます。日本美術がヨーロッパの版画
表現に与えた影響を考えるうえで重要な作家です。
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